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Some Aspects of Development Theory in History
Noriyuki MIYAGAWA
Abstract
　　So far development theory or development economics has dealt with economic phenomena 
after World War Ⅱ. In this article I attempt to consider developmental phenomena in history 
in terms of existing analytical tools of traditional development economics, or novel points of 
view of neo-structuralism or neo-institutional school.
　　Order of description is first on developmental merits of Ra l Prebisch and Gunner Myrdal 
in history, secondly on ambiguity of Daniel Dofoe’s development thought. The latter relate to 
homo economics and mercantilism. Then roles which some trading companies given imperial 
charter performed in history are stressed. Especially this is described in terms of transaction 
costs which are usually in neo-institutional school. Therefore I refer to notable achievements of 
Daron Acemoglu, Dani Rodrik and Ha-Joon Chang in development theory. 
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エリザベス 1 世の時代にかけて毛織物産業を保護育成し，もうすでに 17 世紀半ばにはこの産業は
比較優位産業に変貌を遂げていた。イギリス東インド会社の創設は 1600 年だったし，護国卿オリ

































































のイギリスで起きた出来事は，チャールズ 2 世の復帰による王政復古 (1660) にともなって発生し
た諸問題への対応として結実した名誉革命（1688）があり，アン女王治世時 (1702－1714) に対ポ
ルトガル間でメスュエン条約 (1703) の締結，イングランドとスコットランドが合同して大ブリテ
ン王国の成立 (1707)，対スペイン間にアシェント条約 (1713) の締結と続き，最後には当時隆盛を
きわめた特許会社のひとつ南海会社の泡沫事件 (1720) が起こった。こうした一連の国際間取決め
は，重商主義が本格化したことを含意していたxxx。












































































































































































































































































The Economic Development of Latin America and its Principal Problems , Lake Success, NY: United 
Nations; ラウル・プレビッシュ (1964)『プレビッシュ報告』日本外務省；同 (1968)『新プレビッシュ報告』
日本外務省，がある。プレビッシュ思想の全体像については，Dosman,Edgar J.(2010) The Life and Times 
of Ra l Prebisch 1901–1986 , Montreal & Kingdom/London/Ithaca: McGill-Queen's University Press を参
照されたい。最近のプレビッシュ理論の位置づけとしては，カイを見よ。Cf.  Kay,C.(2019)“Modernization 
and dependency theory,”Julie Cupples et al. eds., The Routledge Handbook of Latin American 
Development , London and New York: Routledge,chapt.1:15-28.







vii　詳細については，宮川 (2018) の第 4 章「パイオニアたちの着想」を参照されたい。プレビッシュが主導し
たラテンアメリカ構造主義の現在の立ち位置については，クリストバル・カイの論考を参照されたい。カイ
はそれを近代化理論と従属学派の中間に位置づけている。Cf . Kay,C.op.cit.




x　サミュエルソンの自由貿易論については，宮川 (2018) の第 6 章「サミュエルソンの自由貿易論と構造主義」
参照。かれが自由貿易主義の理論的抽象化を高めたという路線に沿う諸論考としては，Stolper,,Wolfgang 
F. & Paul A.Samuelson (1941) “Protection and real wage,”The Review of Economic Studies , 9:58-73; 
Samuelson(1948)“International trade and the equalization of factor prices,”Economic Journal , 58:163-
184; ― (1962)“The gains from international trade once again,”Economic Journal ,72:820-829.　を挙
げるべきであろう。
xi　Cf . Chang, Ha-Joon (2007) Bad Samaritans: The Guilty Secrets of Rich Nations & the Threat to Global 












に弟子入りし，東大に入学してからは矢内原忠雄 (1893－1961) に師事した（楠井，6 － 7 ページ，339 ページ
参照）。こうした事情からも，大塚が幼年期から青年期にかけてキリスト教教育の中で成長したことが窺える。
xix　Cf . Chang, op.cit ..
17歴史の中の開発論的諸側面





ングランド産羊毛の輸出は，14 世紀前半には 3 万袋だったのが，14 世紀末には 2 万袋へ，そして 15 世紀
半ばには 8 千袋へと減少したのに対し，毛織物輸出は 1366 年に 1 万 5 千反だったのが，1392 年から 1395
年にかけて 4 万反超となり，1446 年から 1448 年には 5 万 3 千反へ，そして 1482 年には 6 万 6 千反まで達
していた。ただしこれらの数値はハンザ同盟が商った貿易量に依拠している。ドランジェ・フイリップ (2016)
『ハンザ』高橋理監訳（みすず書房），258 ページ参照［オリジナルは 1964 年刊行］。こうした事情を開発論
の視点から解釈するならば，イングランドにおいてはエドワード 3 世以降，毛織物の輸入代替工業化過程が















来したといえる。これに関しては，リスト (1970)『経済学の国民的体系』小林昇訳 ( 岩波書店 )［オリジナ
ルは 1841 年刊行］の 123－133 ページに詳しい。
xxxi　この二人の主著はそれぞれ，トマス・ホッブズ (1954)『リヴァイアサン』全 4 巻，水田洋訳（岩波文庫）［オ




xxxiii　トマス・アクィナス (2014)『神学大全』全 2 巻，（山田晶訳）中央公論新社［オリジナルは第 1 部が
1268 年に第 2 部が 1272 年に完成したとされ，実質上は未完の大作とされる］がそれであるとされる。
xxxiv　ウンベルト・エーコの小説『薔薇の名前』(1980) に描写された背景（14 世紀前半の修道院事情）は，ま
さしくそれである。

















xxxviii　これについての基礎となるエビデンスは次のものから得られる。Cf . Amsden Alice H.(2001) The 
Rise of “The Rest”:Challenges to the West from Late-industrializing Economies , New York : Oxford 
University Press, 44－45, table 2.3; ハジュン・チャン (2009)『はしごを外せ』横川信治監訳 ( 日本評論
社 )，26 ページの表 2.1;　Williamson Jeffrey G.(2006) Globalization and the Poor Periphery before 1950 , 
Cambridge, MA and London: MIT Press, 111, figure 7.2; ― (2011)  Trade and Poverty: When the Third 
World Fell Behind , Cambridge, MA and London: MIT Press, 216, figure 13.1. これらの史料によれば，５
パーセント水準については中国が 1843－1922 年，インドが 1862－1894 年（その前後の時期はもっと抑制
された），トルコが 1838－1862 年（ただし 1862－1902 年は 8 パーセント）であった。なお独自性をかた





クによる一連の研究が最も貢献していることは確かである。Cf . Steven Topik et al. eds. (2006) From Silver 
to Cocaine: Latin American Commodity Chains and the Building of the World Economy, 1500－2000 , 
Durham and London: Duke University Press; Topik & Allen Wells(2014) Global Markets Transformed 
1870－1945 , Cambridge, MA. and London: Belknap Press of Harvard University Press, especially chap. 
3“Commodity chains”;  ケネス・ポメランツ／トピック (2013)『グローバル経済の誕生』福田邦夫／吉田
敦訳（筑摩書房）［オリジナルは 2006 年刊行］















xlvi　同書の第 3 章「何を食べ，何を着ていたのか。どこで買っていたのか。」参照。とくに 146－150 ページ。
xlvii　ヘンリー・フォードによる大衆車モデル T の開発とそれが社会に与えた影響については，同書の第 5 章
「馬と鉄道に代わる自動車」参照。また Topik et al.(2014),p.80 に掲載された写真には 1918 年のニューヨー
ク市の街路上にフォードのモデル T があふれており，まさしく圧巻である。
xlviii　前述のように，ゴードンは自動車や電化製品の普及をともなう第二次産業革命と重なる 1870－1940 年
間の経済発展事情が圧倒的であること，およびその後の 1940－2015 年間の発展は IT 革命が具体化したも
ののそれは前者ほど長続きしないと主張している。後者の事情についてはゴードン（前掲）の下巻を参照の
こと。
xlix　これに関して最も説得力をもって叙述されたものに，リチャード・ボールドウィン (2018)『世界経済大い
なる収斂』遠藤真美訳（日本経済新聞出版社）がある。
